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肝転移・リンパ節転移が認められない alphaⅢfetoprotein(以下 AFP)産 生 pm胃 癌の 1911を報告す

る.

症例は69歳男性で血清AFPは 1,086ng/mlと異常高値を示し,胃 透視と内視鏡で胃体部にBorr‐

n4nn 2型の腫瘍が認められた。生検でGrOup Vが証明され,胃 幽門側切除,R2郭 清が施行された.

病理組織学的には,大 部分はporであるが,一 部に腺腔形成も認められ,深達度はpmで ,n。,stage

Iであった。ABC法 による免疫組織化学的検索では胃癌部にAFPの 局在が証明され,腺管構造を示す

部分より低分化で髄様構造を示す部分の方が陽性度が強かった.術後 AFPは 正常化し,術後 1年 5か

月を経た現時点でも再発の徴候は認めていない。

以上,AFP産 生胃癌の 1例を報告するとともに,文 献的考察を行った。
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`よじめに

α‐fetoprotein(以下 AFP)は ,肝 細胞癌と一部の胎

児性癌の有力な診断指標であったが,近 年肝臓以外の

消化器癌1)でも血清 AFP高 値を示す症例があいつい

で報告されてきている.そ の多くは胃癌で,肝 転移を

伴 うなど,か なり進行した状態の症例が多い
分～。.

今回われわれは,深 達度 pm,nO,H。 ,stage Iの胃

癌で術前に血清 AFP高 値を示し,胃 切除と共に AFP

値の低下をみ,胃 癌組織内にAFPの 局在を証明しえ

た 1例 を経験したので,若 子の文献的考察を加え報告

する。

症  例

患者 :69歳,男 性.

主訴 :特訴なし.

家族歴 :特記すべきこと無し.

既往歴 :17年前 より本態性高血圧症にて内服治療

中.

現病歴 :1987年10月腰痛出現し,近 医にて血液検査

で AFPの 高値を指摘された,同 医で経過観察中 AFP

の漸増傾向がみられ,精 査目的にて1988年4月 26日当

<1990年 5月 9日受理>別 刷請求先 :中江 史 朗
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院に入院す。

入院時現症 :身長163cm,体 重63.5kg,貧 血 ・黄疸

無し.表 在 リンパ節触知せず.腹 部では,剣 状突起下

で辺縁鈍表面平滑な弾性硬の肝を7.5cm触 知した。牌

は触知せず.

入院時検査成績 :検尿,検 血
一般に異常を認めず.

血液生化学校査では GPT 531U/′ と軽度の肝機能障

害を認めた,腫瘍マ
ーカーはAFP l,086ng/mlと 著明

高値を示したが,CEAと CA19‐9は正常域であった。

胃透視所見 :胃体下部から前庭部にかけ小弯前壁に

中心陥凹を伴 う隆起性病変を認めた。

胃内視鏡所見 :胃体下部前壁に Borrmann 2型 の

腫瘍を認め生検で Group Vと 診断された.

腹部 computed tomography(CT)お よび超音波所

見 1肝,胆 ,膵 には明らかな病変は認められなかった。

血管造影所見 :固有肝動脈造影で血管の走行異常や

tumor stainなどの異常所見を認めず.

以上より胃体下部の 2型 の AFP産 生胃癌 と診断

し,1988年 6月 9日 手術を施行した。

手術所見 :上腹部正中切開で開腹,Sl,PO,H。,N。,

Stage II(記載については胃癌取扱い規約
。に従った)

と診断,R2郭 清を伴 う幽門側胃普通切除術を施行,

Billroth I法にて再建した。
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切除標本の肉眼所見 :腫瘤は胃体下部前壁から小弯

にかけての4.5×4 2cmの 2型 の進行癌で,OW(一 )・

Fig. l  Advanced cancer of BOrrman■ 2 type、vas

seen in the anterior、vall of the lo、ver gastric bOdy

near the letter curvature(A) Histology Of gas‐

tric  cancer  shO、ved  pooriy  direrentiated

adenocarcinOma (B) ad■ lixed 、vith relatively

direrentiated parts(C)(B,C:H E stain× 200)

Alpha‐fetoprOtein産生 pm胃 癌の 1例        日 消外会誌 23巻  10号

A W (一 )で あった (F i g . l A ) .

病理学白勺所見 i 大部 分 “よpoorly  differentiated

adenocarcinoma(Inedullary)(Fig. lB)で あるが,
一部に腺腔形成も認められた(Fig.lC).深達度は pm

で INFα , lyov。, Ow(一 )aW(一 ), n。(0/35), stage

Iであった。

また腫瘍内の AFP,CEAの 局在を明らかにするた

め ABC(Avidin‐B10tin‐Peroxidase Complex)法で染

色を行った。AFPは 髄様型低分化腺癌の癌細胞胞体内

に褐色に染色され (Fig。2A),腺 腔形成を示す部分で

は染色性が弱かった(Fig.2B)。これに対し,CEAは

両方の部分ともに弱陽性であった (Fig。2C,2D),

術後経過 !経過は良好で MMC・ レンチナン・FT207

による免疫化学療法を施行した。術前に高値を示した

血清 AFPは 術後25日目には23 5ng/mlと指数関数的

に減少し,AFPの 値より回帰分析を行うとy=aebXの

指数回帰曲線に対しa=1,05225,b=-01652,r=

09895,p<0005と 高い相関性がえられ,AFPの 半減

期は4.2日と算出された。術後29日目には10ng/mi以

下となり(Fig。3)平成元年11月28日現在外来で経過観

察中であるが,再 発の徴候は無い。

考  察

1974年の加藤ら1)の集計によれば AFP産 生胃癌の

肝転移の頻度は73.7%と高率で,stage・深達度からみ

Fig. 2 Immunohistochemically, AFp was strongly positive in the less
differentiated and medullary parts (A) and was weakly positive in the relative-
ly differentiated parts (B). cEA was weakly positive both in the less
differentiated parts (c) and in the relatively differentiated parts (D). (A, B, c,
D : ABC method x 200)
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Fig.3 Changes of AFP and CEA level in serum

during clinical course
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ても進行例が多く分
～り,AFP産 生早期胃癌はまれと思

われる。そこでわれわれは術前または経過中血清 AFP

高値を示した早期胃癌 (Table l)と深違度 pmの 胃癌

(以下 pm胃 癌)(Table 2)を文献的に集計し,検 討し

た。

早期胃癌はわれわれの検索しえた限りでは11例で,

深達度不明の 1例を除くと10例中 9例 までがsmで

あった。肉眼型は不明例を除くと,I。1例,IIa。1例,

IIc・1例, IIattIIc。3例, IIctt III。1例 とIIattIIc

が多かった。pm胃 癌は13例で肉眼型は不明4例 を除

くと, 1型 ・1例, 2型 。4例, 3型 ・4例 と諸家の

報告l14)と同様に2型 と3型が大部分を占めた。

組織型ではpap,tub l,tube 2を分化型腺癌に,pOr

Table I Reported cases of early gastric cancer with elevated scrum AFP in

Japan
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Table 2 Reported cases of pm gastric cancer with elevated serum AFP in Japan
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値は,CEAと 同様にある程度癌の深達度 。stageと相

関があるものと思われた。組織型との関係では,血 清

AFPl,o00ng/ml以 上の症例は早期胃癌では 2421とも

に,また pm胃 癌でも7T/1中4f711までが低分化腺癌で,

このことは前述のように組織染色で AFP陽 性の部分

がこのような低分化で髄様増殖を示す部分にあること

と関連しているものと考えられた.

組織染色がされていて原発巣または転移巣が AFP

陽性の症例は21例中16例で,他 の 54/1中剖検例の 2911

が肝転移巣周囲の肝細胞に AFPが 陽性であったI。と

報告され,残 り3例幼め的の術前血清 AFP値 は100ng/

ml以 下であった。従来血清 AFP高 値冒癌では肝転移

の頻度が高いため,AFP産 生の場については,肝転移

巣周囲の肝細胞が反応性に産生するのではないかとい

われてきた14)が,肝 転移を有しない症例でもAFP高

値の症例が報告され1り,さ らに胃癌摘出後血清 AFP

値が低下すること4レ)ょり冒癌細胞自体よりAFPが 産

生されていることが証明されるようになりの17)1り,この

ことが AFP産 生 胃癌の必須の条件 となってきてい

る。また血清 AFP値 は非癌性肝疾患を否定するため

1,000ng/ml以上で14ち胃癌の消長と相関することおよ

び補助的診断としてヌードマウスに移植し継代した腫

瘍にAFPが 確認できる20ことが AFP産 生 胃癌の条

件として挙げられている。われわれの症例はヌードマ

ウスヘの移植は行わなかったが,他 の条件は満たして

おり,術 後血清 AFP値 は半減期4.2日で指数関数的に

減少して正常域に達し,術 後 1年 5か 月を経過した時

点でも上昇はみられていない。AFPの 半減期も石井

ら2つの示す3.1～5,1日の範囲内に属し,ほ ぼ AFP産

生病巣が完全に摘出された裏付けになると考えられ,

予後が期待できる症例として経過観察していきたい。
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とsigを合わせて未分化型腺癌に分類する2いと,早 期

胃癌・pm胃 癌を合わせて分化型腺癌121/11,未分化型腺

癌 8例 であった。未分化型は全例 porで,間 質量の記

載がある4例 はすべて髄様型であった。従来 AFP産

生胃癌は分化型腺癌が多い1)とされてきた。しかし最

近では自験例のごとく髄様型低分化腺癌の症f/1が数多

く報告され2湾),また実際に AFPを 産生している部分

は この よ うな組 織 像 を示 す 部 分 で あ る と さ

れ2め1"21), 自験例でも同様の傾向が認められた。これ

に対しCEAが 陽性な部分は主として腺管形成を示す

部分である1"21)とぃぅ報告がみられるが, 自験例では

いずれの部分も弱陽性で染色の程度に差は認められな

かった。

肝転移は早期胃癌では記載が明らかな 9例 中 1例

で,pm胃 癌では124/1中51/1と,pm胃 癌では深達度を

考えると高率であった22).AFP産生胃癌は前述のごと

く分化型腺癌または低分化型腺癌で髄様型の組織型が

多い,こ れ らは肝転移を来 しやすい組織型で もあ

り23ルリ,AFP産 生胃癌に肝転移の頻度が高い事と関連

性があるものと思われる。これに対し腹膜転移は記載

が明らかな17Trlttfrlで認められなかった,早 期胃癌の

組織学的 リンパ節転移は 7例中 5例 までが陽性で,早

期胃癌としては高率25)でぁった.ま た pm胃 癌ではそ

の有無が明らかな8例 のうち, 自験例を除く7例全4/11

が陽性で, 自験例は pm胃 癌で組織学的 リンパ節転移

のなかった症4/11としては本邦初例であった。早期胃癌

とpm胃 癌の予後と再発形式を検討すると,予 後が明

らかで治癒切除術が施行されたと思われる12例中 6例

が再発死し,再 発形式は 4 Trllが肝転移再発,肝 転移と

肺転移の合併再発およびリンパ節転移と肝転移と腹膜

転移の合併再発が 1例ずつで腹膜再発より血行性転移

による再発,特 に肝再発が主体であった。以上より,

AFP産 生胃癌では腹膜転移よりも肝転移が高率にし

かもかなり早期に成立する可能性が示唆され,早 期胃

癌や pm胃 癌で術中肝転移を認めなくても微小転移が

既に存在している場合が多いと推定され,術 中抗癌剤

の肝動とも必要ではないかと考えられる。

術前の血清 AFP値 は早期胃癌では1,000ng/ml以

上の症例は 24/1のみであったが,pm胃 癌では 9例 で

あり,pm胃 癌の方が血清 AFP値 が全体的に高いが,

これは太田らのが述べているように産生細胞の量的な

問題と思われる。術前の CEA値 は不明例が多いが,5

ng/ml以上の症例は早期胃癌で 1例 ,pm胃 癌で 6例

とpm胃 癌の方が概して高かった。以上より血清 AFP
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A Case Report of pm Gastric Cancer Producing Alpha-Fetoprotein

Shiro Nakae, Yoko Maekawa, Norio Kohno, Seishi Nakaya, Shigeo Kaneko'

Jun Fujiwara and Yoichi Saitoh*
Department of Surgery, Center for Adult Disease, Hyogo

*First Department of Surgery, Kobe University School of Medicine

A case of alpha-fetoprotein (AFP) producing pm gastric cancer without liver and lymph node metastasis is

reported. The paient was a 69-year-old male whose serum AFP level was abnormallv high, 1086 nglml. X-ray and

endoscopic examination revealed a tumor (Borrmann type 2) at the body of the stomach. It was confirmed as Group

V by biopsy and the pyloric side of the stomach was resected and R2 curettage was performd. Histopathological

examination disclosed poorly differentiated adenocarcinoma admixed with relatively differentiated areas, limited to

the tunica muscularis propria without lymph node metastasis. Immunohistochemically, the less differentiated and

medullary areas were strongly positive and the relatively differentiated areas were weakly positive for AFP. The

serum AFP level became normal after the operation and no recurrence was observd 1 year and 5 months later'
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